
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会教育士」って何？ 

 

 
 

 

どのような場での活躍が期待されるの？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「社会教育士」になるには？ 

 
 

 

ファシリテーション能力 
 

人のやる気に火をつけたり、

ものごとを自分事化していく

プロセスを支えたりというよ

うな、活動への意欲・自発性を

引き出しながら意識・行動の

変化を促していく「学び」を支

援するための基礎的な知識と

技能 

プレゼンテーション能力 
 

地域の「ひと・もの・こと」や、

地域で共有したい想いや願い

などの情報を、より多くの人

に、わかりやすく、共感しやす

い方法で積極的に伝えていく

ための基礎的な知識と技能 

社会教育主事講習の受講が必要です。福岡県では、7月から８月の夏季休業中の約３週間、 

九州大学にて講習が行われます。詳しくは、４月下旬に配布される実施要項をご覧ください。 

地域と学校の連携・協働には、 

 

 

 
 

の活躍が期待されています！ 

「学校」×「社会教育士」 

インタビューページ  ⇒ 

（文部科学省特設サイト） 

福岡県教育庁京築教育事務所社会教育室 

〒828-0051 豊前市大字吉木 534-3 TEL 0979-83-3601 FAX 0979-83-3606 
問い合わせ先 

 令和2年度から始まった、学びを通じて、人づくり・つながりづくり・地域づくりに中核的な

役割をはたす専門人材の称号です。 

学校教育においては、地域資源である「ひと・もの・こと」を活用し、地域と連携・協働しな

がら子ども達の学びを創り上げていくことが社会教育士に期待されています。 

コーディネート能力 
 

人どうし、活動どうし、組織ど

うしなど、異なる他者どうし

が相互理解を深め、信頼し合

い、互いを支え合うことがで

きる関係（協働）へと調整する

ための基礎的な知識と技能 

【学校での活躍例】 

・CS や地域学校協働活動に関

する校内研修 

・地域資源を活用した授業の提

案やその効果についての広報 

・子どもたちの学びの成果を具

現化（掲示物、展示物 等） 

【学校での活躍例】 

・地域の祭や公民館主催事業等

への児童・生徒ボランティア

の派遣窓口 

・地域学校協働活動推進員（地

域コーディネーター）との連

携、教職員へのつなぎ役 

【学校での活躍例】 

・学校運営協議会における熟議

（多くの当事者が問題の解

決を目指す対話）の進行や合

意形成 


